
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】小型で液晶の劣化の少ない高歩留まりの液晶表

示装置を提供する。

【解決手段】素子基板全体を透明有機絶縁膜で覆い、従

来、シールエリアの外側にあったドライバー回路をシー

ルエリアより内側で、且つ画素エリアとの間に配置する

ことで、シールエリアを横切る配線の数を従来よりも少

なくし、液晶を劣化させる水分の流入を抑制した。更に

、ドライバー回路上部に有機絶縁膜を挟んでコモン電位

に固定されないシールド電極を設けた。

【選択図】　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 対 の 基 板 間 の シ ー ル 材 の 内 側 に 液 晶 が 挟 持 さ れ て な り 、
前 記 一 対 の 基 板 の 一 方 の 基 板 の 前 記 シ ー ル 材 内 側 に は ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 ト ラ ン ジ ス タ
上 に 絶 縁 膜 を 介 し て 配 置 さ れ た 画 素 電 極 と 、 前 記 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 す る 複 数 の 駆 動 回 路
と 、 前 記 各 駆 動 回 路 を 覆 う よ う に 前 記 絶 縁 膜 を 介 し て 配 置 さ れ た 前 記 各 駆 動 回 路 毎 に 独 立
し た 島 状 の コ モ ン 電 位 に 固 定 さ れ な い 遮 光 性 導 電 膜 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 一 方 の 基 板 上 の 前 記 シ ー ル 材 に 対 向 す る 領 域 に は 前 記 絶 縁 膜 が 配 置 さ れ て い な い こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 一 対 の 基 板 の 他 方 の 基 板 上 に は 前 記 画 素 電 極 及 び 前 記 駆 動 回 路 に 対 向 す る 領 域 に 配 置
さ れ た 共 通 電 極 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 絶 縁 膜 は 有 機 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 例 を 図 １ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 図 は 液 晶 表 示 装 置 の 外 観 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ガ ラ ス 、 石 英 等 の 基 板 １ ０ １ 上 に 画 素 エ リ ア １ ０ ５ を 図 １ （ ａ ） の よ う に 配 置 し 、 こ の 画
素 部 の 周 辺 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 集 積 回 路 か ら な る ド ラ イ バ ー 回 路 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ を 配 置
し て い る 。 対 向 基 板 １ ０ ２ は 、 画 素 エ リ ア １ ０ ５ と ド ラ イ バ ー 回 路 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ の 間 に
そ の 縁 が 位 置 す る よ う に 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 等 の シ ー ル 材 １ ０ ６ に よ り 基 板 １ ０ １ に 固 定 さ
れ て い る 。 ま た 対 向 基 板 の 透 明 電 極 の 電 位 は 導 電 性 接 着 剤 に よ っ て 基 板 側 の パ ッ ド １ ０ ７
を 通 し て コ モ ン 電 位 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ は 素 子 基 板 １ ０ １ と 対 向 基 板 １ ０ ２ の 間 に 封 入 さ れ て い る 液 晶 に 水 分 等 が 流 入 す る の
を で き る だ け 避 け る た め で あ り 、 更 に ド ラ イ バ ー 回 路 、 或 い は そ の 周 辺 に は 電 源 と 同 じ 電
位 持 つ 配 線 が あ る の で そ れ に よ っ て 液 晶 に 電 界 を か け な い た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 図 １ の Ａ － Ａ ’ の 部 分 で の 構 造 断 面 図 を 図 １ （ ｂ ） に 示 し た 。 基 板 １ ０ １ 上 に 多 結 晶
シ リ コ ン 等 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 ソ ー ス
配 線 、 画 素 電 極 １ １ ４ は 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ ０ に 覆 わ れ て は い る が 、 画 素 電 極 １ １ ４ の 上
部 は 開 孔 さ れ て い る 。 こ の ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 は 最 終 的 に 終 端 部 １ １ ６ で コ ン タ ク
ト ホ ー ル を 介 し て 配 線 １ １ ７ に 接 続 し て お り 、 配 線 １ １ ７ は 対 向 基 板 端 部 よ り 外 側 に 形 成
さ れ た ト ラ ン ジ ス タ の 集 積 回 路 か ら な る ド ラ イ バ ー 回 路 １ ０ ３ と 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
対 向 基 板 １ ０ ２ に は 透 明 電 極 １ １ １ が 全 面 に 形 成 さ れ て お り 、 紫 外 線 硬 化 樹 脂 等 の シ ー ル
材 １ ０ ６ に よ り 基 板 に 固 定 さ れ て い る 。 基 板 １ ０ １ 、 対 向 基 板 １ ０ ２ を ポ リ イ ミ ド 等 の 配
向 膜 １ １ ２ で 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 図 １ の Ｂ － Ｂ ’ の 部 分 で の 構 造 断 面 図 を 図 １ （ ｃ ） に 示 し た 。 基 板 １ ０ １ 上 の 第 １ 層
間 絶 縁 膜 １ １ ９ の 上 層 に 配 線 ３ ０ ６ が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら は 更 に 酸 化 シ リ コ ン 等 の 第
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２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ ０ で 覆 わ れ て い る が 、 パ ッ ド １ ０ ７ 上 は 開 孔 し て あ る 。 こ の 上 に ポ リ イ
ミ ド 等 の 配 向 膜 １ １ ２ を 塗 布 し て あ る 。 こ の パ ッ ド １ ０ ７ は コ モ ン 電 位 に な る よ う に 配 線
さ れ て い る の で 、 こ の 部 分 に 導 電 性 接 着 剤 １ １ ８ を 塗 布 し 、 対 向 基 板 １ ０ ２ を 圧 着 す る と
対 向 基 板 の 対 向 電 極 １ １ １ は こ れ に よ り コ モ ン 電 位 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 図 ２ は こ の 液 晶 表 示 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う に シ ー ル ２ ０ ５ を 横 切 る 配 線 は 最 低 で も ゲ ー ト 線 と ソ ー ス 線 の 数 だ け あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 従 来 の 技 術 で は 、 ド ラ イ バ ー 回 路 は 対 向 基 板 の 外 部 に 配 置 さ れ て い る た め 、
パ ネ ル 組 立 時 に ド ラ イ バ ー 回 路 を 破 損 し 歩 留 ま り を 下 げ て し ま う こ と が あ っ た 。 ま た ド ラ
イ バ ー 回 路 が シ ー ル エ リ ア 外 部 に 配 置 さ れ て い る た め 装 置 全 体 が 大 型 に な っ て し ま っ て い
た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
さ ら に ド ラ イ バ ー 回 路 が シ ー ル エ リ ア よ り 外 部 に 配 置 さ れ て い る た め 、 シ ー ル エ リ ア を 横
切 る 配 線 の 数 が 画 素 数 の ２ 倍 以 上 と 多 く 、 液 晶 を 劣 化 さ せ る 水 分 等 の 流 入 の 可 能 性 が あ っ
た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 で は 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 に 透 明 有 機 絶 縁 膜 を 用 い 、 更 に シ ー ル エ リ ア の 前 記 有 機 絶 縁 膜
を 剥 離 し 、 ド ラ イ バ ー 回 路 は 対 向 基 板 よ り 内 側 で シ ー ル エ リ ア と 画 素 エ リ ア の 間 に 配 置 し
、 ド ラ イ バ ー 回 路 上 部 に 前 記 有 機 絶 縁 膜 を 挟 ん で 、 コ モ ン 電 位 に 固 定 さ れ な い 電 極 を 設 け
る 事 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 実 施 例 】
以 下 実 施 例 に 基 づ い て 本 発 明 を 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ３ の （ ａ ） は 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 一 例 の 正 面 外 観 図 で あ る 。 素 子 基 板 ３ ０ １ 上
に 対 向 基 板 ３ ０ ２ が 紫 外 線 硬 化 樹 脂 等 の シ ー ル 材 ３ ０ ３ に よ っ て 固 定 さ れ 、 液 晶 が 封 入 さ
れ て い る 。 ド ラ イ バ ー 回 路 ３ ０ ４ は シ ー ル エ リ ア よ り 内 側 に 配 置 さ れ 、 斜 線 の 電 極 ３ ０ ５
に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 四 隅 の 電 極 ３ ０ ６ は 対 向 基 板 の 対 向 電 極 に 電 位 を 与 え る た め の 導
通 を と る た め の も の で 、 そ の 電 位 は 導 電 性 接 着 剤 等 を 用 い て 素 子 基 板 の 外 部 接 続 端 子 ３ ０
７ か ら 与 え ら れ る 電 位 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ３ の （ ｂ ） は 画 素 エ リ ア か ら シ ー ル エ リ ア に か け て の 構 造 断 面 図 で あ る 。 基 板 ３ ０ １ 上
に 画 素 駆 動 用 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ３ １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 シ ー ル エ リ ア と 画 素 エ リ ア の 中
程 に は ト ラ ン ジ ス タ の 集 積 回 路 か ら な る ド ラ イ バ ー 回 路 ３ ０ ４ が 配 置 さ れ て お り 、 こ れ ら
素 子 基 板 の 画 素 エ リ ア か ら ド ラ イ バ ー 回 路 上 部 ま で を ポ リ イ ミ ド 等 の 透 明 有 機 絶 縁 膜 ３ １
９ に よ っ て 覆 っ て い る 。 こ の 透 明 有 機 絶 縁 膜 の 上 に Ｉ Ｔ Ｏ ３ １ ４ 等 の 画 素 電 極 が 形 成 さ れ
て お り 、 画 素 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン 電 極 と コ ン タ ク ト ホ ー ル ３ １ ５ を 介 し て 接 続 さ れ て
い る 。 ま た ド ラ イ バ ー 回 路 の 上 部 の 透 明 有 機 絶 縁 膜 ３ １ ９ の 上 に 、 Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 画 素 電 極 と
同 一 の 透 明 電 極 ３ ０ ５ が ド ラ イ バ ー 回 路 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ の （ ｃ ） は 画 素 エ リ ア か ら シ ー ル エ リ ア に か け て の 構 造 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
対 向 基 板 ３ ０ ２ は 、 導 電 性 接 着 剤 ３ ２ ０ を 通 し て 透 明 有 機 絶 縁 膜 上 の Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 電 極 ３ ０
６ に 接 続 さ れ 、 更 に こ の 電 極 は そ の 下 部 に あ る コ モ ン 電 位 を 持 つ 電 極 に 接 続 さ れ て 、 コ モ
ン 電 位 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-4526 A 2004.1.8



な お 上 記 有 機 絶 縁 膜 ３ １ ９ 上 の Ｉ Ｔ Ｏ 電 極 ３ ０ ５ は ド ラ イ バ ー 回 路 ３ ０ ４ 及 び そ の 配 線 の
も つ 局 所 的 静 電 界 を 緩 和 し 、 液 晶 へ の 影 響 を 少 な く で き る 。 こ の 電 極 材 料 に ク ロ ム 等 遮 光
性 の あ る 導 電 膜 を 用 い れ ば 、 ド ラ イ バ ー 回 路 の 消 費 電 流 の 増 加 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 透 明 有 機 絶 縁 膜 の 膜 厚 は 、 こ の 上 に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 ３ １ ４ と 信 号 線 と の 容 量 結 合
を 小 さ く す る た め に １ ～ １ ０ μ ｍ 程 度 が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 場 合 の 表 示 装 置 全 体 は 図 ４ の （ ａ ） に 示 し た よ う に 従 来 の 表 示 装 置 に 比 べ ド ラ イ バ ー
回 路 が シ ー ル エ リ ア よ り 内 側 に 配 置 さ れ た た め に ド ラ イ バ ー 回 路 の 幅 Ｄ １ 及 び Ｄ ２ 分 だ け
小 型 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 図 ４ の （ ｂ ） に こ の 液 晶 表 示 装 置 の 斜 視 図 を 示 し た 。 ド ラ イ バ ー 回 路 ４ ０ ４ が シ ー ル
エ リ ア ４ ０ ５ よ り 内 側 に 配 置 さ れ た た め シ ー ル エ リ ア を 横 切 る 配 線 の 数 は 信 号 線 、 電 源 線
等 だ け と な り 、 格 段 に 少 な く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を と る こ と に よ り 以 下 に 述 べ る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ド ラ イ バ ー 回 路 を 対 向 基 板 よ り 内 側 に 配 置 し た こ と で 装 置 全 体 が 小 型 と な り 生 産 性 が 上 が
る 。 更 に ド ラ イ バ ー 回 路 を シ ー ル エ リ ア よ り 内 側 に 配 置 し た 事 で シ ー ル エ リ ア 下 部 の 凹 凸
が 少 な く 封 入 さ れ た 液 晶 へ の 水 分 等 の 流 入 が 減 り 、 液 晶 の 劣 化 を 防 ぐ こ と が で き る 。 ド ラ
イ バ ー 上 部 に 電 極 を 設 け た こ と に よ り 、 ド ラ イ バ ー 回 路 部 分 か ら の 電 界 の 影 響 を 軽 減 し 、
液 晶 の 乱 れ の 少 な い 表 示 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 技 術 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 外 観 図 。
【 図 ２ 】 従 来 の 技 術 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 外 観 図 及 び 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ １ 、 ２ ０ １ 、 ３ ０ １ 、 ４ ０ １ ・ ・ ・ 素 子 基 板
１ ０ ２ 、 ２ ０ ２ 、 ３ ０ ２ 、 ４ ０ ２ ・ ・ ・ 対 向 基 板
１ １ ３ 、 ２ ０ ７ 、 ３ １ ３ 、 ４ ０ ７ ・ ・ ・ 画 素 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
１ １ ６ 、 ３ １ ６ ・ ・ ・ 画 素 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 、 及 び ゲ ー ト 配 線
１ ０ ６ 、 ２ ０ ５ 、 ３ ０ ３ 、 ４ ０ ５ ・ ・ ・ シ ー ル エ リ ア
１ ０ ３ 、 １ ０ ４ 、 ２ ０ ３ 、 ２ ０ ４ 、 ３ ０ ４ 、 ４ ０ ３ 、 ４ ０ ４ ・ ・ ・ ド ラ イ バ ー 回 路
１ １ ７ 、 ３ １ ７ ・ ・ ・ 配 線
１ ０ ５ ・ ・ ・ 画 素 エ リ ア
１ １ ４ 、 ３ １ ４ ・ ・ ・ 画 素 電 極
１ １ １ 、 ３ １ １ ・ ・ ・ 対 向 電 極
３ ０ ５ ・ ・ ・ ド ラ イ バ ー 回 路 を シ ー ル ド す る 電 極
１ ０ ７ 、 ３ ０ ６ ・ ・ ・ コ モ ン 電 位 を 持 つ パ ッ ド
１ １ ０ 、 ３ １ ０ ・ ・ ・ ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス
１ １ ５ 、 ３ １ ５ ・ ・ ・ 画 素 電 極 と の コ ン タ ク ト ホ ー ル
１ １ ８ 、 ３ １ ８ ・ ・ ・ 導 電 性 接 着 剤
３ １ ９ ・ ・ ・ 透 明 有 機 絶 縁 膜
１ １ ２ 、 ３ １ ２ ・ ・ ・ 配 向 膜
１ １ ９ ・ ・ ・ 第 １ 層 間 絶 縁 膜
１ ２ ０ ・ ・ ・ 第 ２ 層 間 絶 縁 膜
１ ０ ８ 、 ２ ０ ６ 、 ３ ０ ７ 、 ４ ０ ６ ・ ・ ・ 外 部 接 続 端 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 2月 17日 (2003.2.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 一 対 の 基 板 間 の シ ー ル 材 の 内 側 に 液 晶 が 挟 持 さ れ て な り 、 前 記 一 対 の 基 板 の 一
方 の 基 板 の 前 記 シ ー ル 材 内 側 に は ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 ト ラ ン ジ ス タ 上 に 絶 縁 膜 を 介 し て
配 置 さ れ た 画 素 電 極 と 、 前 記 ト ラ ン ジ ス タ を 駆 動 す る 複 数 の 駆 動 回 路 と 、 前 記 各 駆 動 回 路
を 覆 う よ う に 前 記 絶 縁 膜 を 介 し て 配 置 さ れ た 前 記 各 駆 動 回 路 毎 に 独 立 し た 島 状 の コ モ ン 電
位 に 固 定 さ れ な い 遮 光 性 導 電 膜 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。 ま た 、 前 記 一 方 の 基 板 上
の 前 記 シ ー ル 材 に 対 向 す る 領 域 に は 前 記 絶 縁 膜 が 配 置 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 。 ま
た 、 前 記 一 対 の 基 板 の 他 方 の 基 板 上 に は 前 記 画 素 電 極 及 び 前 記 駆 動 回 路 に 対 向 す る 領 域 に
配 置 さ れ た 共 通 電 極 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。 ま た 、 前 記 絶 縁 膜 は 有 機 膜 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
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